
 
 

海外派遣留学プログラム 留学中報告書 

所属：教育学部 

学年：3 年 

留学先大学：University of Eastern Finland 

現在の学期：Spiring semester 

時間割： 

曜日 履修科目名・時間等 

月 12:00-14:00 Territorial Border Conflicts: geopolitics,military geography Ⅱ 

14:00-16:00 Development Crisis and Globalisation 

火 9:00-12:00 Theory and Practice of Teaching Foreign Languages to Young 

Learner 

14:00-16:00 Development Crisis and Globalisation 

水 12:00-14:00 Religious and Non-Religious Diversity in Finland 

木  

金 12:00-14:00 Territorial Border Conflicts: geopolitics,military geography Ⅱ 

土・日  

 

履修科目や近況について 

学習面では、合計で 20credits ほど取れるように授業に登録しました。東フィンランド大

学では決まった日程に授業があるというわけではないので、上記の時間割は一番忙しい週

のものになっています。 

 Territorial Border Conflicts: geopolitics,military geography Ⅱは第二次世界大戦での、

フィンランドの地形を用いた戦略を検討するというものです。歴史が好きなので私的なと

ても興味のある内容でした。テストやエッセイの提出はなく、毎日のリフレクションシー

トをまとめて最後に提出するという感じです。 

 Development Crisis and Globalisation はグローバリゼーションの影響を考えるといっ

た授業です。最終的には 2 ページほどの position paper の提出があります。 

 Theory and Practice of Teaching Foreign Languages to Young Learner は、どのような

外国語の学習が言語を学ぶ若者たちにとっていいのかを考える授業です。時々ディスカッ

ションがあり、最後にはグループごとに決めた学習方法のプレゼンテーションを行います。 

 Religious and Non-Religious Diversity in Finland は、現在のフィンランドにおける宗教

の状況や背景を考える授業です。これは履修者が５人ほどしかいなく、授業も３回しかあ

りません。最初の１回目は、フィンランドにおける宗教の紹介でしたが、２回目は指定さ

れた文献を読んでの感想をみんなでディスカッション、３回目は自分で好きなトピックを

決めてエッセイを書き、それについてみんなでディスカッションをするというものです。 

  

 生活面では、Syketta というアクティビティができるものに登録しています。学期単位



 
 

で費用が決められているため、学期期間中ではあれば何回でも参加できます。バドミント

ンや、バレー、フットサル、スケートなど様々なアクティビティがあり、私は、週に２回

ほど主にバドミントンとフットサル、バレーに参加しています。 

 アパート生活では、三人と共同で、Suvikatu という所に住んでいます。目の前には

Smarket というスーパーがあり、２４時間営業しているためとても便利です。大学までは

バスで２０分ほどで、バス停もアパートの目の前にあるためアクセスもいいです。 

 一か月ちょっとが経ち、こっちの気候にも慣れてきましたが、一つだけ慣れない点があ

ります。先ほどいったようにアパートに三人で共同生活をしているため、個人の部屋一つ

一つに鍵がかかるようになっています。一度閉めると外からは鍵を使わないとあかないよ

うな仕様になっているため、出かけるときや扉を閉めるときは常に鍵を持ち歩かないとい

けません。それを肝に銘じていたのですが、ここ１か月ちょっとで、部屋に鍵を置き忘れ

たまま部屋の扉を閉めてしまうというミスを３回ほどやらかしました。扉を開けてもらう

ためには、アパートの方？（鍵を開けてくれるスタッフ）に来てもらわないといけないた

め、平日には２０ユーロ、休日には４０ユーロほどかかります。幸いなことに最後の１回

は優しいスタッフの方がコストをただにしてくれたのですが、それでも合計で８０ユーロ

かかってしまいました。もしフィンランドへの留学を考えている方がいれば、スペアキー

をもらうか、ドアの側面にあるレバーを下げることで外からでもドアを開けることができ

るようになる（最近友達に教えてもらいました、エリーが管轄しているアパートだと共

通？）ということを覚えておくといいと思います！  

凍った海でアイスホッケーをしている地元の人々 



 
 

 

Syketta のバレーボール 

 

サウナで会った地元の方のお家でパーティー 



 
 

 

年に１回の東フィンランド大学隊カレリア大学の試合 

 

 学食 


